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幼児期の子どもの姿を見通してみましょう３・４・５歳児の発達の姿

大切にしたい三つの力（＊５）

「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」が
見られるように
なります

具体的な視点は…
○自分のことは自分でする
○健康で安全な生活をする
○体を十分に動かし、進んで運動しようとする

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識
の芽生え

社会生活との
関わり

思考力の芽生え

自然との関わり・
生命尊重

数量や図形、標識
や文字などへの
関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性と
表現

保護者との
愛着形成

保護者への
信頼感

具体的な視点は…
○好奇心や探究心をもってものとかかわる
○感じたこと・考えたことを言葉で伝える
○文字や数量などの感覚を豊かにする

具体的な視点は…
○あいさつをする
○人とかかわる
○きまりや約束を守る

依存から
自立への

スタートです。

小学校へ行っても
家庭教育が基盤です。

小学校へ行っても
見守っていてね。

自分の世界を
広げるとき

自分から
周囲に積極的に
かかわっていくとき

友達との
仲間意識と自分への
自信が高まるとき

自分の思いを出せるのは、
そのときの

ご機嫌しだいの
３歳児

ためらいが出始め、
周囲を見て行動することも
できるようになる

４歳児

友達同士で知恵をはたらかせ、
目的に向かって自分の力を
出す、意欲あふれる

５歳児

生活する力

家庭教育が子どもの
情緒の安定（P12 参照）

成長を支えています

発見・考え・表現する力

かかわる力

３歳児

0～ 2歳児
の発達

4歳児 5歳児

　基本的な運動機能が伸び、そ
れに伴い、食事、排泄、衣類の
着脱なども自分でできるように
なっていきます。話し言葉で、盛
んに質問するなど知的興味や
関心が高まってきます。自我が、
よりはっきりしてくるとともに、
友達とのかかわりが多くなりま
すが、基本的には自分中心です。

　想像力が豊かになり、目
的をもってかいたり作った
り試したりするようになり
ます。また、感情が豊かに
なり、身近な人の気持ちを
察し、少しずつ、自分の気持
ちを抑えたり、我慢したり
するようになっていきます。

　基本的な生活習慣が身に
付き、運動機能はますます伸
び、仲間と活発に遊びます。ま
た目的に向かって友達と行動
することが増えてきます。経
験と知識を生かして創意工夫
を重ね、遊びを発展させるな
ど、様々な経験をとおして、自
立心が一層高まっていきます。

＊５　大切にしたい「三つの力」
　幼児教育と小学校教育では生活や学習の仕方などに違いがあります。そこで、子どもが小学校入学後も安心して過ごせるように、
幼児教育から小学校教育をつなぎ、貫く「三つの力」を設定し、園では、それらを育めるよう工夫しています。

自分で
できるように
応援してね。
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